
 

 

 

 
 

創立４０年、制服も新たに３６７名が入学！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第４０回入学式 式辞  

春風に揺れる葉桜が初々しい今日の佳き日、草津市教育長 藤田雅也様の御臨席のもと、保護者

の皆様に見守られ、第４０回草津市立高穂中学校入学式を、かくも盛大に挙行できますこと、心よ

り感謝しております。高段からではございますが、御礼申しあげます。 

さて、新入生の皆さん、御入学おめでとうございます。今日から、風光明媚な高穂の丘での学校

生活がはじまります。皆さんが身にまとう制服は創立４０周年の節目にリニューアルされた、本校

のさらなる発展を象徴するものでもあります。胸のエンブレムは、昨年度全校生徒対象に実施した

エンブレムコンテストで選ばれたもので、Takaho Junior high schoolの頭文字と「強い希望、大

きな志」を意味する青い花が描かれています。「高穂の丘で花開き、湖国の空に実を結ぶ」と校歌の

歌詞にもありますとおり、高穂中学校で学ぶ皆さんは、ここで培った学力や体力、人間力をもって

「未来の幸せな社会を創る人」として活躍することを大きな目標としてください。この目標を達成

するための学びの場として、本校には「たかほ学」という時間があります。３年間を一続きとした

内容で、どの学年でも自分たちで学び方を決め、地域の方や仲間と協力して行動を起こす活動です。

この学びを通して、中学生は十分に社会を創る力を持っていることを実感できることでしょう。皆

さんの豊かな発想力や、根拠ある自己決定力に大いに期待しています。   (→裏面に続く) 
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高穂の丘 
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～持続可能な社会を担う資質と能力を持つ生徒の育成～ 

Ｒ５手立て：小さな自己決定を大事にする教育活動の展開 



これから３年間、皆さんの体も脳も驚くほどに成長されることでしょう。それ以上に、皆さんが

思い描くような中学校生活を送るために一番大切なのは「心の成長」です。私は心にも紐があると

思っています。そうです、目には見えないのですが、靴の紐と同じようなものと考えてください。

幼いときは紐のある靴は履いていませんでしたよね。ひとり一人成長する速度が異なってきて、自

分の足にあうように紐で調整することで、靴は役割を果たしています。もし、紐がなかったら？ど

うでしょう。靴はすぐに脱げて役割を果たしません。もし、靴の紐がほどけていたら？サッカーや

バスケットをする時を想像してみてください。自分で紐を踏んで体制を崩してしまう可能性が高い

ですね。また、周囲の人を巻き込んで転んでしまうこともあるでしょう。逆にいつもきつく紐を結

んでいたらどうでしょうか？自分の足が痛くなって傷つけてしまうことでしょう。また、痛さが気

になって思う存分に力が発揮できなくなるかもしれません。心の紐も同じではないでしょうか？自

分の心の紐は自分で調節しなければなりません。自分以外の誰かがちょうどよい結び方をすること

はできないのです。これは大人である私も皆さんの御家族の方も同じです。大人は、経験から、ど

んな時にどう結べばよいかのアドバイスをしてくれるでしょう。そのアドバイスを自分の状況に応

じて判断し、実際に結び直せるのは自分だけなのです。時には失敗することもあるでしょう。失敗

しても、もう一度やり直すことでだんだん紐の結び方がわかってくるものだと思います。一度の失

敗ですべてがだいなしになってしまうなどとは考えないでください。むしろ、失敗して、考え直し

て、また立ち向かえた自分を褒める経験こそが、中学生の時期に必要なことなのです。大丈夫。皆

さんの御家族も先生方も仲間も、思いを伝えれば必ず寄り添ってくれます。皆さんが自分でどうす

べきかを決められるまで、支えてくれます。そうして体や脳に勝るたくましい心を一緒に育ててい

きましょう。それが、私たち教職員の一番の願いであり、教育に携わる者として最も大事にすべき

ことだと考えています。 

結びになりましたが、保護者の皆様、本日はお子様の御入学おめでとうございます。式典会場に

入られて人数の多さに驚かれたことでしょう。おそらく県内中学校でトップの生徒数となる本校で、

これからのお子様の学校生活に不安を抱かれていることと拝察いたします。教職員一同、お子様の

健やかで豊かな成長のために、日々尽力いたしますが、多感な時期、多様な価値観、多種の大人の

見解等によりトラブルが生じることもあろうかと思います。しかしながら、私たちは「トラブルの

時こそ子どもの心の成長のチャンス」と捉え、お子様に寄り添い、支えていく所存です。どうか、

ここにいるお子様すべてにとって安心・安全な学校生活になるように、私たち教職員のよきパート

ナーとなってくださいますことを切にお願いいたします。 

さあ、新入生の皆さん、新しい一歩を、胸を張って踏み出しましょう。 

 

 

 
 

 
 

2 年生・3 年生 

始業式・学級開き 


